
南

方
（
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）
　 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
最
前
線　 

兵
庫
県
　
田
中
英
雄
　 

海
上
機
動
第
二
旅
団
編
成
集
結
。
第
一
次
渾
作
戦
。

こ
の
旅
団
は
、
満
州
の
公
主
嶺（
一
面
坡
）
で
編
成
業
務
を
十

九
年
三
月
三
十
一
日
完
了
し
た
厳
選
、
精
鋭
に
て
っ
し
、
各
部
隊

か
ら
抽
出
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
、
第
一
独
立
守
備
隊
所
属
の
第
八（
敦
化
）

、
第
九

（
明
月
溝
）
の
両
大
隊
、
第
二
十
七
大
隊
（
一
面
坡
）
第
二
十
九
大

隊
（
ハ
ル
バ
ン
香
坊
）
第
三
十
大
隊
（
ハ
ル
ピ
ン
）
の
歩
兵
を
基

幹
と
し
て
、
そ
の
他
戦
車
隊
、
高
射
機
関
砲
隊
を
は
じ
め
各
地
の

特
科
部
隊
多
数
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

な
お
頼
も
し
く
も
大
半
が
現
役
パ
リ
パ
リ
で
あ
っ
た
。
し
か
し

輸
送
隊
は
ど
う
し
た
こ
と
か
集
結
の
と
き
参
加
し
て
い
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
関
東
軍
は
船
を
必
要
と
し
な
い
部
隊
だ
か
ら
船
艇

を
主
と
す
る
輸
送
連
隊
は
後
日
ど
こ
か
で
合
流
し
て
来
る
だ
ろ
う

と
予
想
さ
れ
た
。
海
上
機
動
旅
団
と
い
う
名
称
の
部
隊
に
転
属
さ

せ
ら
れ
た
一
同
は
、「
海
上
、
海
上
」
と
呼
ば
れ
た
。「
ま
さ
か
、

俺
た
ち
は
海
軍
に
編
成
替
え
さ
れ
た
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
が
」

、

と
も
か
く
、
今
ま
で
で
陸
軍
部
隊
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
海
軍
み

た
い
な
変
な
名
前
の
部
隊
だ
と
首
を
か
し
げ
た
。

海
上
機
動
隊
第
二
旅
団（
巡
三
一
八
一
）
は
昭
和
十
八
年
十
二

月
発
令
を
も
っ
て
関
東
軍
の
公
主
嶺
で
編
成
さ
れ
た
。
旅
団
司
令

部
に
は
第
二
十
九
師
団
の
歩
兵
団
司
令
部
を
充
当
さ
せ
た
。
補
充

留
守
業
務
の
管
理
は
久
留
米
師
団
と
定
め
た
が
、
じ
ご
の
経
過
上

補
充
は
実
施
し
え
な
か
っ
た
。



旅
団
司
令
部
は
九
十
四
人
、
水
陸
両
用
自
動
車
九
両
で
、
機
動

隊
第
一
～
第
三
大
隊
は
各
大
隊
と
も
本
部（
百
三
人
）

、
三
個
歩
兵

中
隊
（
各
百
九
十
七
人
）

、
一
個
迫
撃
中
隊（
百
五
十
五
人
）

、
一

個
砲
兵
中
隊
（
百
二
十
一
人
）

、
一
個
作
業
小
隊
（
六
十
六
人
）
で

人
員
計
千
三
十
六
人
、
合
計
三
千
百
八
人
。

装
備
は
各
大
隊
と
も
重
擲
弾
筒
三
十
七
、
軽
機
関
銃
三
十
六
、

重
機
関
銃
六
、
曲
射
（
九
七
式
）
歩
兵
砲
二
十
一
、
軽
迫
撃
砲
三
、

速
射
砲
（
三
七
ミ
リ
）
二
、
山
砲
（
四
一
式
）
三
。

旅
団
機
関
砲
隊
は
七
十
六
人
、
高
射
機
関
砲
六
。
旅
団
戦
車
隊

は
六
十
六
人
、
軽
戦
車
九
。
旅
団
工
兵
隊
は
四
個
小
隊
と
一
器
材

分
隊
、
二
百
四
十
三
人
。
旅
団
通
信
隊
は
二
個
小
隊
百
三
十
九
人
。

旅
団
輸
送
隊
は
本
部
五
十
四
人
、
輸
送
中
隊
四
個
（
各
三
十
五

人
）

、
護
衛
中
隊
一
個（
百
六
十
四
人
）

、
材
料
■
一
個（
六
十
四

人
）

。
装
備
は
特
大
艇
十
、
大
発
百
五
十
、
駆
逐
艇
十
、
Ｓ
Ｓ
艇
三
。

旅
団
衛
生
隊
は
二
個
担
架
小
隊
、
一
個
医
療
班
、
計
百
九
十
人
。

四
月
早
々
、
一
同
が
大
連
港
で「
青
葉
山
丸
」（
三
井
船
舶
・
一

万
九
百
十
五
重
屯
貨
物
船
）
に
乗
船
す
る
前
、
前
記
の
独
立
守
備

隊
を
主
と
し
て
各
地
の
部
隊
か
ら
、
旅
順
の
白
蘭
子
（
二
百
三
高

地
の
近
く
）
に
将
兵
が
ぞ
く
ぞ
く
集
合
し
た
。

一
万
屯
級
貨
物
船
と
い
え
ば
、
当
時
で
は
超
弩
級
で
あ
る
。
こ

の
海
上
機
動
第
二
旅
団
こ
そ
は
、
大
本
営
が
最
装
備
さ
せ
、
最
重

点
地
区
に
指
向
さ
せ
、
敵
占
領
地
に
、
き
り
も
み
逆
上
陸
さ
せ
る

時
の
「
ト
ラ
の
子
」
旅
団
の
第
一
旅
団
に
次
ぐ
第
二
弾
だ
っ
た
。

旅
団
長
玉
田
美
郎
少
将
は
こ
こ
で
、
整
然
と
し
た
軍
装
で
壇
上
に

た
ち
、「
わ
が
海
上
機
動
第
二
旅
団
は
、
敵
前
き
り
も
み
逆
上
陸
を

使
命
と
す
」

。
か
く
し
て
大
本
営
陸
軍
部
か
ら
多
大
に
期
待
さ
れ

た
海
上
機
動
隊
第
二
旅
団
の
将
兵
約
三
千
百
人
と
各
種
一
般
兵

器
、
重
火
器
、
弾
薬
、
糧
秣
を
満
載
し
た
巨
大
な
「
青
葉
山
丸
」

は
昭
和
十
九
年
四
月
十
二
日
夜
乗
船
、
将
兵
は
行
先
は
知
ら
さ
れ

ず
、
い
ず
こ
と
も
な
く
、
大
連
港
を
あ
と
に
海
面
を
ぶ
っ
と
ば
し

た
。こ

の
船
は
時
速
十
八
ノ
ッ
ト
の
当
時
の
高
速
船
で
あ
る
。
陸
岸

（
朝
鮮
）
を
左
方
に
沖
合
を
南
下
し
、
一
夜
あ
け
て
十
四
日
に
は
、

は
や
関
門
海
峡
に
突
入
し
、
門
司
の
彦
島
沖
に
錨
を
い
れ
た
。
門

司
は
ち
ょ
う
ど
桜
花
爛
漫
の
春
だ
っ
た
。
乗
船
将
兵
は
せ
め
て
一

度
だ
け
で
も
肉
親
の
顔
を
と
、
し
み
じ
み
回
想
し
て
い
た
。

十
九
日
夕
刻
、「
青
葉
山
丸
」
を
含
め
て
十
三
隻
の
輸
送
船
と
二

隻
の
海
軍
小
型
護
衛
艦
が
一
斎
に
関
門
海
峡
を
あ
と
に
船
出
し



た
。
こ
の
こ
ろ
は
も
は
や
関
門
海
峡
を
あ
と
に
出
れ
ば
、
い
つ
敵

潜
の
魚
雷
が
ふ
っ
と
ん
で
く
る
か
し
れ
な
い
。
船
上
に
誰
が
口
火

を
切
る
と
も
な
く
、
軍
歌
の
大
合
唱
が
声
高
ら
か
に
流
れ
た
。

「
あ
ー
あ
、
堂
々
の
輸
送
船
」

。
こ
う
し
て
船
団
は
敵
潜
を
避
け
て

支
那
海
岸
沖
合
を
南
下
し
て
行
っ
た
。「
青
葉
山
丸
」
の
将
兵
た
ち

は
、
大
連
で
寒
さ
に
ふ
る
え
な
が
ら
夏
服
に
着
替
え
さ
せ
ら
れ
て

い
た
か
ら
、
南
方
行
き
だ
け
は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
ど
こ

か
、
い
っ
さ
い
知
ら
さ
れ
ず
、
ま
た
知
ら
な
か
っ
た
。

船
は
南
へ
南
へ
と
進
み
、
四
月
二
十
九
日
台
湾
の
高
雄
港
に
安

着
し
た
。
そ
し
て
や
っ
と
五
月
四
日
に
マ
ニ
ラ
湾
に
着
い
た
。
船

は
五
月
五
日
午
後
マ
ニ
ラ
湾
港
を
あ
と
に
し
た
。

こ
れ
か
ら
大
変
だ
。
敵
潜
水
艦
が
ひ
そ
み
待
ち
か
ま
え
て
い
る

魔
の
ス
ー
ル
海
だ
。
突
然
、
誰
か
が「
雷
跡
」
。
左
舷
、
至
近
距
離
、

と
り
か
じ
・
お
も
か
じ
の
余
裕
も
な
く
、
一
瞬
後
「
ド
ッ
カ
ン
、

ス
ー
」「
や
ら
れ
た
」
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
水
柱
。
大
穴
か

ら
海
水
が
流
れ
い
り
船
首
は
た
だ
ち
に
沈
下
し
始
め
、
船
首
海
面

へ
、「
沈
没
か
」

。
即
座
に
北
井
少
佐
は
怒
号
し
た
、

「
甲
板
上
の
重

量
物
、
兵
員
み
な
船
尾
へ
」

、
作
業
に
突
貫
し
た
。
不
思
議
に
沈
下

が
止
ま
り
海
面
す
れ
す
れ
の
と
こ
ろ
で
水
平
と
な
っ
た
。「
し
め

た
大
丈
夫
だ
」

。
こ
れ
の
雷
撃
で
九
人
の
将
兵
の
行
方
不
明
者
が

出
た
。
明
け
て
五
月
九
日
、
ヨ
タ
ヨ
タ
の
沈
没
寸
前
の
船
は
南
の

島
の
美
し
い
小
港
「
ザ
ン
ボ
ア
ン
」
に
つ
い
た
。
ホ
ッ
ト
一
息
、

三
途
の
川
か
ら
舞
い
戻
っ
た
感
懐
だ
。
だ
が
上
陸
早
々
に
「
こ
の

地
に
米
軍
ゲ
リ
ラ
部
隊
多
し
、
出
撃
、
撃
滅
せ
よ
」

、
旅
団
長
の
発

令
。「
何
だ
、
た
か
が
ゲ
リ
ラ
か
」
き
た
え
に
き
た
え
た
こ
の
腕
で

一
撃
の
も
と
全
滅
さ
せ
た
。

や
れ
や
れ
と
近
く
の
小
川
で
い
の
ち
と
分
厚
い
あ
か
の
洗
濯
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
、
突
如
緊
急
命
令
で
海
上
機
動
第
二
旅
団
に
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
。
か
く
し
て
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
「
ビ
ア
ク
」
は
日

米
両
軍
精
鋭
の
正
面
衝
突
へ
と
爆
発
し
て
い
っ
た
。

「
明
三
十
日
夕
刻
ま
で
に
、
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
港
に
、
全
員
乗
船
準

備
を
完
了
せ
よ
」

。
ゲ
リ
ラ
討
伐
参
加
全
軍
は
な
に
が
な
に
や
ら

わ
か
ら
ず
昼
夜
ぶ
つ
通
し
で
大
汗
か
い
て
突
っ
走
り
、
三
十
日
夕

刻
ギ
リ
ギ
リ
、
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
港
に
帰
還
し
た
。
旅
団
の
第
一
陣

約
二
千
人
弱
が
先
発
と
な
り
、
夕
刻
桟
橋
に
お
も
む
く
と
、
迎
え

に
き
て
い
た
船
は
輸
送
船
で
な
く
ピ
カ
ピ
カ
黒
光
り
す
る
堂
々
た

る
巨
大
な
軍
艦
二
隻
だ
っ
た
。「
重
巡
・
青
葉
」
七
千
百
屯
と「
軽

巡
・
鬼
怒
」
五
千
百
七
十
屯
で
あ
る
。



陸
軍
兵
は
「
一
時
間
以
内
に
乗
船
完
了
せ
よ
」

。
二
隻
の
巨
艦
は

二
十
時
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
港
を
た
っ
た
。

外
海
に
出
る
や
船
首
甲
板
に
波
を
乗
っ
け
る
ば
か
り
三
十
ノ
ッ

ト
以
上
の
猛
速
で
一
直
線
に
ぶ
っ
と
ば
し
、
陸
兵
た
ち
は
目
ま
い

と
船
酔
い
を
繰
り
返
し
た
。
か
く
し
て
翌
二
日
い
よ
い
よ
敵
機
動

部
隊
と
戦
闘
に
は
い
る
。
第
一
次
渾
作
戦
で
あ
る
。

戦
争
と
は
　 

神
奈
川
県
　
斎
藤
芳
郎
　 

「
あ
っ
た
よ
　
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
」

そ
れ
は
、
私
た
ち
通
信
隊
員
数
人
が
、
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

あ
る
崖
を
必
死
の
思
い
で
登
り
切
り
、
森
林
の
は
し
に
は
い
で
て

攻
撃
目
標
の
「
ワ
ウ
市
」
及
び
飛
行
場
を
数
キ
ロ
前
方
に
望
見
出

来
た
時
の
喜
び
の
叫
び
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
八
年
一
月
二
十
七
日

正
午
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
時
、
私
た
ち
は
す
で
に
食
糧
も
つ
き
は
て
て
い
た
う
え
、

睡
眠
不
足
で
「
死
ん
だ
方
が
楽
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
思
う
ほ
ど

疲
労
こ
ん
ぱ
い
し
て
い
た
。
け
さ
か
ら
敵
機
の
銃
撃
に
よ
り
部
隊

行
動
が
で
き
な
い
た
め
、
数
人
ず
つ
分
散
し
、
散
在
し
て
い
る
竹

藪
な
ど
に
身
を
ひ
そ
め
つ
つ
前
進
し
て
い
た
の
で
、
岡
部
支
隊
も

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
支
隊
長
の
岡
部
閣
下
す
ら
見
失
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
。

眼
の
前
に
み
え
る
ワ
ウ
市
及
び
飛
行
場
は
南
国
特
有
の
太
陽
に

輝
き
、
先
ほ
ど
ま
で
銃
撃
し
て
い
た
敵
機
や
、
間
断
な
く
離
着
陸

し
て
い
た
輸
送
機
も
消
え
う
せ
、
牧
場
の
牛
が
の
ん
び
り
し
て
い

る
平
和
境
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

げ
ん
な
り
し
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
は
「
早
く
ワ
ウ
を
占
領
し
、

食
糧
を
さ
が
し
だ
そ
う
や
、
今
晩
の
不
寝
番
は
一
人
に
し
よ
う

ぜ
」
な
ど
と
ブ
ツ
ブ
ツ
い
い
な
が
ら
ワ
ウ
市
に
の
び
て
い
る
砂
利

道
を
前
進
し
て
行
っ
た
。

そ
れ
は
去
る
一
月
七
日
、
敵
機
の
空
爆
下
「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
」

の
「
ラ
エ
」
に
上
陸
し
、
じ
ら
い
、
磁
石
を
た
よ
り
に
二
週
間
分

の
食
糧
を
け
い
こ
う
し
た
の
み
で
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
は
い
ま
わ

り
、
ワ
ウ
市
及
び
飛
行
場
の
攻
撃
に
向
か
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
攻

撃
の
主
力
は
水
戸
の
百
二
連
隊
で
岡
部
少
将
を
長
と
す
る
岡
部
支

隊
で
あ
っ
た
。




